スペクトルサプレッション法における無音区間の検出と雑音スペクトル推定の改善 by 鈴木 大和 et al.
スペクトルサプレッション法における無音区間の検
出と雑音スペクトル推定の改善









     
	 
 
   
 
鈴木 大和  中山 謙二 平野 晃宏
   	











































		 '	   	
 
 	 








  	 	  	 	
 	 





	  	 
	
	 & 	
    	 	 	 

	 '  	 	 	
 		 ' 	
	 	 (  
)	  	 		 
 % 
 '	 	 ' * *+ ,  




















  ( 


















































































-. *    
-.
 





 -	 . ; 
-	 . < -	 . -/.











































. 1-	 .  *2 -A.
ただし，











































































































5 4&0法では，条件付確率 $-	 .を最大に
する振幅と位相を求め，その値を推定値として利用
する．スペクトルゲインは次式で表せる．
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いとして， -	 . ; :とする．
  重み付き雑音推定



















み係数 ( -	 . を計算する．図 8の非線形な関数が
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 有音区間  @A , 







-	 .を用いた場合を理想値 * とする．す
なわち，理想値 *の雑音抑圧音声は次式となる．





































































表 8! 白色雑音に対する雑音抑圧後 12

1,2
入力 % @ *8 *A
理想値 * *3*+ *A+B 8//9
44 理想値  **9* *+38 *B@3
44 従来法  *:@/ *3:+ *93@
44 提案法 **83 *3B+ *A@+
5 4&0 理想値  **A@ *+A: 8:/8
5 4&0 従来法  *:9* *33@ *A/+
5 4&0 提案法 **/B *+*@ *AB9
表 /! バブル雑音に対する雑音抑圧後 12

1,2
入力 % @ *8 *A
理想値 * *8B* *9@/ 88+9
44 理想値  *::3 *3:B *AAB
44 従来法  A:9 *83/ *@9A
44 提案法 AB/ */+A *9A+
5 4&0 理想値  *:8* *3+A *B+/
5 4&0 従来法  A88 *8BB *99+
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